
[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


私だからできること
富山・青木　美優
　私には障がいをもつ姉がいる。いつも笑顔で明るい姉が私は大好きだ。だが、あることが原因で、人前で姉の話をできなくなった。
　それは、私が小学校五年生の頃のことだ。クラスの男子たちが授業中に、答えを間違えた人に対して
「なんでそんなこともわからないんだよ。障がいだろ。」

とふざけてそんな言葉を放った。そして「障がい」という言葉が学年中で流行し始め、障がいイコールだめなものとして、みんなが認識していった。私は、その言葉が聞こえる度に傷ついた。大切な家族のことまでもを馬鹿にされている気がして嫌だった。苦しかった。それから、家族で出かけたとき、すれ違う人のほとんどがこちらを見ている気がして、この人たちは何を思って、どのような気持ちで見ているのだろうと深く考えるようになった。そのような日々が続いて、母と姉と私で出かけたとき、絶対に言ってはいけないひとことを言ってしまったのだ。
「離れて歩いてもいい。」

と。そうしたら私の母はさみしく笑って、
「いいよ。」

と言った。私は少しだけ離れて二人のあとを追って歩いた。私から言い出したはずなのに一人ぼっちで歩いていると、泣きたいような、さみしいような、なんとも言えない気持ちになった。
　今だから言えることだが、この時、母や姉の気持ちをもっと考えるべきだったと思う。家族に一緒に歩きたくないと言われるのはとてもつらいことである。母としても最も言われたくない言葉であっただろう。なんて無神経なことを言ってしまったのだろうと後悔している。まだ幼かったからだなんて言えない。本当に言ってはいけない言葉だった。
　最近、友達とある話をきっかけに補助輪をつけて歩く犬について話す機会があった。その子とは中学校に入ってから仲良くなったため、姉のことを話したことがなかった。彼女は
「障がいをもった犬をかわいそうだと思うのはおかしい。その犬にとってはそれが当たり前であって、幸せに暮らしているのだから。障がいがあるから幸せではないと決めつけることこそかわいそうだ。」

と言った。彼女の言葉が胸にささった。そして、彼女になら打ち明けられると本気で思った。そして彼女に、姉のこと、姉や母にひどいことを言ってしまったこと、ひどいことを言ってしまった自分への怒りなど、心に閉じこめていたものを全て話した。彼女は、全部聞いてくれた。話し終わったあと、ずっと私はこうやって誰かに相談したかったのだと気がついた。
　私は、この体験を経て、色々な悩みを抱えた人が安心して相談できる場所や人を増やしていくべきだと考える。誰かに相談すれば、解決策を思いついたり、私のように心がすっきりしたりすると思う。また、「障がい者だから」と他の人と違う対応をするのは少し違うと思う。もちろん車いすに乗っている人のためにスロープをつくったり，段差をなくしたりすることはとても大切だし、障がいをもつ人やその親族にとってはとてもありがたいことだ。だが、そんな人を見て、かわいそうだとか迷惑だとか思われるのは望んでないと思う。

　私は身近に障がいをもつ人がいるということを大切にし、私にしかできないことを見つけて役に立っていきたい。障がいがあってもなくても、誰もが幸せに暮らせるような社会をつくるために、社会の一員として努めていきたい。私の姉のように、いつも笑顔で明るい社会になることを望む。
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